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①

東
日
本
本
部

　

執
行
委
員
長　
　
　
　

高
野　

苗
実

　

執
行
副
委
員
長　
　
　

佐
藤　

正
幸

　

書
記
長　
　
　
　
　
　

松
井　

正
義

　

法
対
部
長　
　
　
　
　

矢
部　

雄
一

　

教
宣
部
長　
　
　
　
　

伊
藤　

隆
夫

　

組
織
部
長　
　
　
　
　

武
田　

幸
喜

　

調
査
部
長　
　
　
　
　

武
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秀
也

　

組
織
・
調
査　
　
　
　

樋
口　

孝
重

　

特
執(

貨
物
担
当)  　

吉
田　

秋
雄

　

特
執(

青
年
担
当)  　

木
村　

忠
義

　

青
年
部
長　
　
　
　
　

彦
田　

貴
弘

　

婦
人
部
長　
　
　
　
　

佐
々
木
久
恵

　

会
計
監
査
員　
　
　
　

高
橋　

亮
一

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

東
平　

賢
一

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

松
本　

正
吉

　

書
記
局　
　
　
　
　
　

福
地　

一
郎

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

小
礒　

潤
一

　
　

〃　
　
　
　
　
　
　

中
村　
　

豊

鉄
道
退
職
者
の
会
東
日
本
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

羽
切　

信
夫

　
　
　
　
　

事
務
局
長　

堀
本　

秀
雄

国
労
家
族
会
東
日
本
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長　

渡
邉　

光
子

貨
物
協
議
会

　

東
日
本
協
議
会
議
長　

齋
藤　
　

勝

　
　
　
　
　
　

事
務
長　

榎
戸　
　

輝

　

関
東
協
議
会　

議
長　

齋
藤　
　

勝

　
　
　
　
　
　

事
務
長　

榎
戸　
　

輝

　

東
北
協
議
会　

議
長　

大
越　

喜
一

　
　
　
　
　
　

事
務
長　

木
元　

敏
彰

自
動
車
協
議
会　

議
長　

佐
藤　

浩
二

　
　
　
　
　
　

事
務
長　

唐
澤　

富
雄               

職
能
別
協
議
会

　

運
輸
協
議
会　

議
長　

鹿
島　

信
幸

　
　
　
　
　
　

事
務
長　

東
海
林　

昇

　

運
転
協
議
会　

議
長　

長
谷
川
秀
夫

　
　
　
　
　
　

事
務
長　

保
科　

誠
司

　

工
務
協
議
会　

議
長　

湯
浅　

米
治

　
　
　
　
　
　

事
務
長　

大
津　

幸
夫

　

電
気
協
議
会　

議
長　

中
沢　
　

唯

　
　
　
　
　
　

事
務
長　

高
橋　
　

広

　

工
作
協
議
会　

議
長　

小
野　

浩
美

　
　
　
　
　
　

事
務
長　

佐
藤　
　

治

　

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
師
走
に
入
り
、
高
崎
、
東
京
（
大
宮
・
八
王
子
）
で

の
組
織
拡
大
が
続
き
、
９
月
に
開
催
し
た
第
26
回
定
期
大
会
以

降
８
名
の
拡
大
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
本
部
指

令
の
１
０
０
０
名
拡
大
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
本
部
は
、
直
面
す
る
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
「
人
事
・
賃
金
制
度
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
問
題
点
は
、
①
収
益
の
拡
大
・
維

持
に
向
け
、
中
長
期
に
わ
た
る
コ
ス
ト
削
減
＝
人
件
費
削
減
を

柱
に
、
徹
底
し
た
「
職
能
（
能
力
）
給
化
」
の
深
度
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
社
員
各
層
へ
の
成
果
主
義
型
賃
金
へ
の
移
行
と

な
る
こ
と
。
②
社
員
間
の
競
争
に
拍
車
を
か
け
る
昇
進
制
度
を

更
に
推
進
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
。③
定
期
昇
給
の
金
額
化（
固

定
化
）
に
よ
り
総
額
人
件
費
を
抑
制
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
。

④
賃
金
表
を
廃
止
し
て
社
員
個
々
を
金
額
管
理
と
し
、
個
人
管

理
の
名
の
も
と
に
透
明
性
を
欠
く
こ
と
に
よ
り
、
職
場
の
人
間

関
係
を
阻
害
す
る
こ
と
。
⑤
管
理
者
・
評
定
者
の
裁
量
権
を
更

に
拡
大
し
、
恣
意
的
な
判
断
等
に
よ
る
不
透
明
な
人
事
考
課
が

行
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
今
後
も
、
私
た
ち
の
求
め

る
公
平
・
公
正
な
運
用
に
向
け
て
、
点
検
・
調
査
・
検
証
の
取

り
組
み
に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
１
日
に
車
両
関
係
の
検
修
外
注
化
が
実
施

さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
多
く
の
組
合
員
が
グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
出

向
と
な
り
ま
し
た
。２
０
０
１
年
の
設
備
関
係
職
場
の
外
注
化
、

２
０
０
７
年
の
駅
職
場
の
委
託
等
、
出
向
を
伴
う
外
注
化
施
策

が
推
進
さ
れ
、
展
開
さ
れ
る
中
で
、
危
惧
す
る
の
は
技
術
継
承

の
問
題
で
す
。
外
注
化
が
進
み
、
若
い
社
員
が
技
術
を
修
得
す

る
場
が
無
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
検
証
に
基

づ
く
見
直
し
要
求
交
渉
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、今
後
も
、

こ
の
取
り
組
み
の
継
続
と
「
職
場
安
全
総
点
検
」
の
取
り
組
み

か
ら
、
施
策
の
見
直
し
と
労
働
環
境
・
労
働
条
件
の
改
善
に
全

力
を
あ
げ
る
決
意
で
す
。

　

本
年
４
月
に
は
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
大
企
業
の
中
に
も
定
年
年
齢
を
65
歳
に
引
き
上
げ

る
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
４
月
の
施
行
を
迎

え
た
場
合
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
エ
ル
ダ
ー
制
度
で
は
減
収

と
い
う
大
き
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
国
労
東
日
本
と
し
て

２
０
１
３
年
問
題
に
つ
い
て
、
昨
年
「
再
雇
用
制
度
問
題
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
執
行
部
内
に
発
足
さ
せ
、
会
社
に
申
し
入
れ
を

提
出
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
定
年
年
齢
問
題
と
併
せ
て
の
議

論
と
運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
多
く
の
エ
ル
ダ
ー
社
員
か
ら
は
、
労
働
環
境
・
労

働
条
件
の
改
善
を
求
め
る
声
な
ど
の
問
題
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
後
も
増
え
る
事
が
想
定
さ
れ
る
出
向
者
対
策
を

含
め
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
急
務
な
課
題
で
す
。

　

最
後
に
、
２
０
１
０
年
９
月
に
開
催
し
た
第
24
回
定
期
大
会

に
お
い
て
提
起
を
し
、
様
々
な
意
見
を
頂
い
た
「
労
働
条
件
の

関
す
る
労
働
協
約
」
に
つ
い
て
、
昨
年
の
10
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
の
間
で
締
結
を
図
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
は
、
06
年
の
一
括
和
解
を
新
た
な
闘
い
の
ス

タ
ー
ト
と
位
置
付
け
、「
正
常
か
つ
健
全
な
労
使
関
係
」
の
確

立
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
、こ
の
「
協
約
」
締
結
は
、

同
一
線
上
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
国
労
の
運
動
の
展
開
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
締
結
・
調
印
に
至

り
ま
し
た
。引
き
続
き
、山
積
す
る
課
題
に
９
地
本
一
丸
と
な
っ 

て
、
新
た
な
運
動
の
構
築
と
取
り
組
み
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
職
場
に
お
け
る
差
別
是
正
、
職
場
改
善
と

結
合
し
、「
仲
間
を
増
や
し
、
諸
要
求
改
善
を
実
現
し
よ
う
」

を
合
言
葉
に
組
織
拡
大
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
！

　

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
２
０
１
３

年
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

執
行
委
員
長
高
野　
苗
実
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②

Ｑ
．
来
年
４
月
の
改
正
法
を

前
に
大
企
業
の
中
に
も
定
年

年
齢
を
65
歳
に
引
き
上
げ

る
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ま
ま
来
年
４
月
の

施
行
を
迎
え
た
場
合
、
現
在

の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
エ
ル
ダ
ー

制
度
で
は
何
か
問
題
は
出
て

き
ま
す
か
？

Ａ
．
２
０
１
３
年
問
題
と
は

「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
（
以
下
、
年
金
と
す
る
。）」

の
支
給
開
始
年
齢
の
段
階
的

引
き
上
げ
が
、
昭
和
28
年
４

月
２
日
生
ま
れ
の
男
性(

女

性
は
昭
和
33
年
４
月
３
日
生

ま
れ
か
ら
同
様)

か
ら
始
ま

る
こ
と
で
、
60
歳
以
後
の
年

金
空
白
期
間
が
１
年
～
５
年

間
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
年
金
支
給
開
始
年
齢

の
引
上
げ
を
背
景
に
、
改
正

法
が
平
成
25
年
の
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
３
点
で
あ
る
。

　

①
継
続
雇
用
制
度
の
対
象

者
を
、
労
使
協
定
に
よ
る
基

準
に
限
定
で
き
る
こ
と
の
廃

止
。

　

②
12
年
間
の
経
過
措
置
と

し
て
、
年
金
支
給
開
始
年
齢

に
到
達
し
た
者
に
対
し
て
は

労
使
協
定
に
よ
る
基
準
を
引

続
き
利
用
で
き
る
。

　

③
継
続
雇
用
制
度
の
対
象

者
を
雇
用
す
る
会
社
の
範
囲

を
拡
大
。

　

要
す
る
に
、
労
使
協
定
に

よ
る
継
続
雇
用
の
基
準
設
定

を
廃
止
（
②
の
経
過
措
置
あ

り
）
し
、
希
望
者
全
員
（
心

身
の
故
障
に
よ
り
業
務
の
遂

行
に
堪
え
な
い
者
等
、
就
業

規
則
の
解
雇
又
は
定
年
を
除

く
退
職
事
由
に
該
当
す
る
場

合
を
除
く
）
の
年
金
支
給
開

始
年
齢
到
達
ま
で
の
雇
用
確

保
が
、
会
社
の
義
務
と
さ
れ

た
。

　

そ
こ
で
、
エ
ル
ダ
ー
社
員

制
度
で
は
以
下
の
検
討
課

題
、
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る

と
思
う
。

　

①
賃
金
の
あ
り
方
で
あ

る
。
60
歳
か
ら
年
金
受
給
が

可
能
で
あ
っ
た
場
合
か
ら
す

れ
ば
、
減
収
と
言
え
る
部
分

を
ど
う
補
填
で
き
る
賃
金
制

度
に
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

退
職
時
の
等
級
と
地
域
区
分

の
み
で
は
な
く
、
職
務
内
容
、

本
人
の
能
力
な
ど
の
要
素
を

考
慮
し
た
昇
給
な
ど
、
仕
事

に
意
欲
と
充
実
感
を
持
っ
て

も
ら
え
る
点
の
考
慮
も
必
要

で
は
な
い
か
。

　

②
原
則
と
し
て
グ
ル
ー
プ

会
社
等
へ
の
出
向
を
命
ず

る
、
と
の
規
定
が
あ
る
が
、

こ
れ
が
「
出
向
」
で
は
な
く
、

定
年
後
に
グ
ル
ー
プ
会
社
に

お
け
る
雇
用
が
法
改
正
で
可

能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の

よ
う
な
提
案
が
な
い
と
は
限

ら
な
い
。
上
記
③
の
「
継
続

雇
用
制
度
の
対
象
者
を
雇
用

す
る
会
社
の
範
囲
を
拡
大
」

が
新
た
に
導
入
さ
れ
た
こ
と

で
、
仮
に
、
会
社
が
グ
ル
ー

プ
Ｂ
社
の
株
主
と
し
て
20
％

を
超
え
る
議
決
権
が
あ
れ

ば
、
定
年
後
Ｂ
社
が
雇
用
す

る
こ
と
は
継
続
雇
用
制
度
と

し
て
適
法
と
な
る
。

　

③
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保

を
法
定
し
て
い
る
の
で
、
管

理
職
社
員
等
も
労
働
者
で
あ

る
以
上
は
再
雇
用
対
象
か
ら

除
外
で
き
な
い
。

　

④
私
傷
病
に
よ
る
継
続

１
８
０
日
の
欠
勤
者
は
雇
用

契
約
解
除
と
な
る
が
、
エ
ル

ダ
ー
社
員
の
「
病
気
休
職
」

を
検
討
す
る
意
義
が
な
い
の

か
ど
う
か
。

　

⑤
多
く
の
組
合
員
が
望
む

な
ら
、
定
年
の
延
長
そ
の
も

の
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要

に
な
る
。

　

今
の
仕
事
を
い
つ
ま
で
や

る
か
、
こ
れ
は
個
人
の
人
生

設
計
の
問
題
で
あ
る
が
、
今

の
60
歳
は
体
力
も
行
動
力
も

昔
の
60
歳
と
は
明
ら
か
に

違
う
と
思
う
の
で
、
仕
事
を

通
じ
て
充
実
し
た
人
生
を
ど

う
作
っ
て
い
く
か
が
、
個
人

の
最
大
の
課
題
の
よ
う
に
思

う
。

　

年
金
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
を
背
景
に
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
（
以
下
、
改
正
法
）
が
改
正
さ
れ
平
成
25
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
国
労
東
日
本
と
し
て
は
、こ
の
「
２
０
１
３
年
問
題
」
に
つ
い
て
「
再
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
以
下
、

再
雇
用
Ｐ
Ｔ
）
を
立
ち
上
げ
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
①
改
正
法
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
エ
ル
ダ
ー
制
度
（
滝

口
修
一
社
会
保
険
労
務
士
）　

②
再
雇
用
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
（
矢
部
雄
一
法
対
部
長
）　

③
出
向
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の
方

向
性
に
つ
い
て
（
松
井
正
義
書
記
長
）、
上
記
３
氏
か
ら
紙
上
に
て
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

継
承
」
で
す
。
こ
の
課
題
は

鉄
道
事
業
の
根
幹
で
あ
る

「
安
全
問
題
」
に
直
結
す
る

課
題
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
労
働

組
合
と
し
て
重
点
を
置
く
課

題
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち

ま
せ
ん
。

　

も
う
一
方
の
課
題
は
、
外

注
化
施
策
の
目
的
が
「
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
」
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
私
た
ち
労
働
者
に
と
っ

て
は
、
労
働
条
件
の
低
下
、

労
働
環
境
の
悪
化
と
し
て
降

り
か
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
う
し
た
現
状
や

実
態
に
対
し
て
国
労
が
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
が
今
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

更
に
は
Ｊ
Ｒ
本
体
か
ら
の

出
向
者
や
エ
ル
ダ
ー
社
員
に

止
ま
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

で
働
く
全
て
の
仲
間
を
巻
き

込
ん
だ
運
動
と
組
織
作
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
国
労
は
、
昨
年
25

年
の
歳
月
を
積
み
重
ね
１
，

０
４
７
名
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

を
解
決
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
闘
い
で
失
っ
た
も
の
は

計
り
し
れ
ま
せ
ん
が
、
闘
っ

て
き
た
国
労
で
あ
る
か
ら
こ

そ
学
び
得
た
も
の
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
労
働
組

合
と
は
、
い
つ
い
か
な
る
場

面
や
局
面
に
お
い
て
も
常
に

弱
者
の
視
点
に
立
つ
と
い
う

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
は
今
後
の
私
た
ち
国

労
の
運
動
の
基
軸
で
あ
り
、

不
変
的
な
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
国
労
東
日
本
本
部

は
、
２
０
０
６
年
に
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
の
間
で
そ
れ
ま
で
の

全
係
争
事
件
の
一
括
和
解
を

成
立
さ
せ
、
更
に
は
本
年
10

月
１
日
「
労
働
条
件
に
関
す

る
労
働
協
約
」
に
つ
い
て
締

結
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

国
労
全
体
が
求
め
て
き
た

「
健
全
か
つ
正
常
な
労
使
関

係
」
の
確
立
に
あ
り
、
即
ち

「
労
使
正
常
化
」
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

て
、
出
向
者
・
エ
ル
ダ
ー
社

員
の
労
働
条
件
の
改
善
等
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
本
体
か
ら

の
出
向
者
と
エ
ル
ダ
ー
社
員

の
基
本
的
労
働
条
件
に
関
わ

る
課
題
は
、
今
回
締
結
し
た

「
労
働
条
件
に
関
す
る
労
働

協
約
」
を
足
掛
か
り
に
、
是

正
・
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

一
方
で
出
向
先
会
社
等
に

お
け
る
就
労
条
件
を
は
じ
め

と
し
た
諸
課
題
に
つ
い
て

は
、
環
境
整
備
を
図
り
つ
つ

パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
等
と
の
交

渉
を
目
ざ
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
す
。

　

今
後
東
日
本
本
部
と
し
て

取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社

と
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
４
月
首
都
圏

４
支
社
（
東
京
・
横
浜
・
八

王
子
・
大
宮
）
に
お
い
て
、

支
社
別
グ
ル
ー
プ
会
社
（
東

京
企
画
・
神
奈
川
企
画
・
か

い
じ
企
画
・
宇
都
宮
企
画
）

の
廃
止
・
再
編
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
実

施
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｆ
２
０
０
８

に
お
け
る
今
後
の
駅
の
あ
り

方
」
施
策
に
よ
っ
て
一
括
業

務
依
託
化
さ
れ
た
駅
、
ま
た
、

一
部
コ
ー
ナ
ー
委
託
化
（
Ａ

口
・
改
札
等
）
さ
れ
た
箇
所

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
業

務
を
請
け
負
っ
て
い
た
各
企

画
会
社
か
ら
「
環
境
ア
ク
セ

ス
」
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
追
加
実
施
さ
れ
た
駅

等
を
含
め
て
、
２
０
１
３
年

４
月
よ
り
環
境
ア
ク
セ
ス
か

ら
駅
業
務
部
門
が
独
立
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
新
た
な

グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
確
定
的

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
社
別
グ
ル
ー
プ

会
社
の
廃
止
・
再
編
の
動
き

も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
東
日
本

本
部
と
し
て
は
「
安
易
な
外

注
化
は
基
本
的
に
反
対
」
の

立
場
と
取
り
組
み
は
継
続
し

つ
つ
も
、
こ
う
し
た
動
向
や

現
状
は
、
今
後
の
組
織
の
あ

り
方
や
運
動
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
る
重
要
な
局
面
で
あ
る

と
の
認
識
で
い
ま
す
。

　

東
日
本
本
部
と
し
て
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
等
に
お
け
る

運
動
の
展
開
と
こ
れ
ま
で
の

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
組
織
作

り
に
つ
い
て
、
早
急
に
着
手

す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
の
認

識
で
い
ま
す
が
、「
正
常
か
つ

健
全
な
労
使
関
係
の
確
立
」

の
立
場
か
ら
国
労
と
グ
ル
ー

プ
会
社
間
に
お
い
て
「
労
使

関
係
に
関
す
る
労
働
協
約
」

締
結
を
前
提
条
件
に
組
織
整

備
を
関
係
地
方
本
部
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
本
体
で
の
組
織
拡
大

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
取

り
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
会
社

等
に
お
け
る
「
組
織
強
化
」

を
図
る
こ
と
が
、
国
労
運

動
の
幅
広
い
展
開
を
促
進
さ

せ
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
視
野

に
入
れ
た
「
組
織
拡
大
」
を

結
実
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

と
考
え
ま
す
。

　

以
上
２
０
１
３
年
は
私
た

ち
国
労
東
日
本
の
み
な
ら

ず
、
国
労
全
体
に
と
っ
て
重

要
な
年
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
す
。
国
労
組
織
の
屋
台
骨

で
あ
る
東
日
本
本
部
が
そ
の

先
頭
に
立
ち
「
組
織
強
化
・

拡
大
」
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
全
機
関
・
全
組
合
員

に
訴
え
る
も
の
で
す
。

　滝口　修一
社会保険労務士

Ｑ
．
一
方
で
多
く
の
エ
ル

ダ
ー
社
員
か
ら
は
、
劣
悪
な

労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
る

声
な
ど
の
問
題
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
増

え
る
で
あ
ろ
う
出
向
者
対
策

を
含
め
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
今
後
の
方
向
性
が
あ
れ
ば

お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
こ
の
間
の
大
会
や
委
員

会
等
に
お
い
て
、
出
向
先
会

社
の
労
働
条
件
や
就
労
条
件

の
改
善
を
求
め
る
「
声
」
が

数
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
年
出
向
者
の
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
と
り
わ
け
Ｊ
Ｒ
東

日
本
会
社
に
お
け
る
「
エ
ル

ダ
ー
社
員
制
度
」
に
よ
っ
て

出
向
さ
れ
て
い
る
組
合
員
に

関
わ
る
課
題
の
比
重
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。
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Ｑ
．
国
労
東
日
本
と
し
て

２
０
１
３
年
問
題
に
つ
い

て
、
再
雇
用
Ｐ
Ｔ
を
発
足
さ

せ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
会

社
に
申
し
入
れ
を
提
出
し
ま

し
た
が
、
改
め
て
発
足
の
経

過
か
ら
の
流
れ
に
つ
い
て
報

告
を
し
て
下
さ
い
。

Ａ
．
東
日
本
本
部
は
、
８
月

29
日
付
で
「
２
０
１
３
年
度

以
降
の
年
金
（
報
酬
比
例
部

分
）
支
給
開
始
年
齢
の
引
き

上
げ
に
伴
う
措
置
に
関
す
る

申
し
入
れ
」（
国
労
東
日
本

申
第
23
号
）
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
来
年
４
月
以
降
、
昭

和
28
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以

降
の
社
員
か
ら
老
齢
厚
生
年

金
の
報
酬
比
例
部
分
の
支
給

が
１
歳
づ
つ
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
く
こ
と
に
伴
い
、
報
酬

比
例
部
分
が
支
給
さ
れ
る
ま

で
の
間
、
事
業
者
で
あ
る
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
年
金
減

額
分
の
補
て
ん
を
求
め
る
内

容
の
申
し
入
れ
で
す
。

　

老
齢
厚
生
年
金
の
報
酬
比

例
部
分
に
つ
い
て
の
支
給
開

始
年
齢
引
き
上
げ
は
、
平
成

12
年
の
改
正
で
す
で
に
実
施

が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
年
金

減
額
に
ど
う
対
応
す
る
の
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
政

府
は
、「
年
金
制
度
改
革
」

で
財
源
論
を
根
拠
に
、
支
給

開
始
年
齢
の
先
送
り
や
減
額

支
給
す
る
こ
と
に
重
点
を
置

い
た
見
直
し
を
実
施
し
、
国

民
・
労
働
者
の
生
活
擁
護
を

後
回
し
に
し
て
き
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
そ
の
ツ
ケ
が

国
民
・
労
働
者
の
収
入
を
直

撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
政
府
と

し
て
年
金
支
給
ま
で
の
間
の

補
て
ん
策
を
具
体
的
に
打
ち

出
さ
な
け
れ
ば
、
法
改
正
の

整
合
性
が
図
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、「
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
」
を
見
直
し
、
こ
れ
ま

で
の
再
雇
用
制
度
の
規
制
を

強
化
し
、
２
０
１
３
年
４
月

か
ら
希
望
者
全
員
の
再
雇
用

に
強
制
力
を
持
た
せ
る
法
改

正
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
が
、
賃
金
面
で
の
手
当

は
全
く
触
れ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
も
っ
ぱ
ら
企
業
努
力
に

頼
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ｒ
他
社
で
す
で
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
制
度

改
善
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が

専
任
社
員
（
東
日
本
の
エ
ル

ダ
ー
社
員
に
あ
た
る
）
の

賃
金
に
、
初
年
度
は
区
分
Ⅰ

（
16
万
円
）
に
８
千
円
、
区

分
Ⅱ
（
18
万
円
）
に
２
千
円

を
上
乗
せ
、
３
年
目
以
降
は

区
分
Ⅰ
（
16
万
円
）
で
２
万

円
、
区
分
Ⅱ
（
18
万
円
）
で

１
万
円
の
上
乗
せ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、

「
嘱
託
再
雇
用
社
員
の
勤
務

及
び
賃
金
等
に
つ
い
て
」
が

10
月
に
提
案
さ
れ
、
定
年
退

職
時
（
60
歳
）
の
賃
金
が
月

額
15
万
円
の
社
員
に
対
し

３
万
９
千
円
、
16
万
２
千

円
の
社
員
に
対
し
３
万
６
千

円
、
17
万
８
千
円
か
ら

19
万
８
千
円
の
社
員
に
対
し

３
万
３
千
円
の
高
齢
者
調
整

給
を
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給

開
始
ま
で
支
払
う
と
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
、

エ
ル
ダ
ー
ス
タ
ッ
フ
Ａ
（
基

本
給
15
万
１
千
７
百
円
か
ら

16
万
６
千
９
百
円
ま
で
）
で

月
額
６
万
７
千
円
の
上
乗
せ

と
い
う
内
容
で
す
。

　

東
日
本
本
部
と
し
て
は
、

Ｊ
Ｒ
他
社
の
動
向
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
し
待
っ
た
な
し
の
要
求
の

実
現
を
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。

　

２
０
０
１
年
に
「
設
備
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
再
構
築
」
施
策

が
実
施
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
お
け
る
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
（
外
注
化
施
策
）
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
年
10
月
１
日
に
「
グ
ル
ー

プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業

務
体
制
の
更
な
る
推
進
（
検

修
外
注
化
）」
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
運
転
士
・

車
掌
以
外
の
全
系
統
・
職
種

に
お
い
て
出
向
を
伴
う
外
注

化
施
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

外
注
化
施
策
の
進
捗
に
伴

い
様
々
な
弊
害
が
顕
在
化
し

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
国
鉄

世
代
が
こ
の
先
お
よ
そ
10
年

で
退
職
す
る
な
か
で
、
最
も

懸
念
さ
れ
る
課
題
は
「
技
術

継
承
」
で
す
。
こ
の
課
題
は

鉄
道
事
業
の
根
幹
で
あ
る

「
安
全
問
題
」
に
直
結
す
る

課
題
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
労
働

組
合
と
し
て
重
点
を
置
く
課

題
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち

ま
せ
ん
。

　

も
う
一
方
の
課
題
は
、
外

注
化
施
策
の
目
的
が
「
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
」
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
私
た
ち
労
働
者
に
と
っ

て
は
、
労
働
条
件
の
低
下
、

労
働
環
境
の
悪
化
と
し
て
降

り
か
か
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
う
し
た
現
状
や

実
態
に
対
し
て
国
労
が
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
が
今
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

更
に
は
Ｊ
Ｒ
本
体
か
ら
の

出
向
者
や
エ
ル
ダ
ー
社
員
に

止
ま
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

で
働
く
全
て
の
仲
間
を
巻
き

込
ん
だ
運
動
と
組
織
作
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
国
労
は
、
昨
年
25

年
の
歳
月
を
積
み
重
ね
１
，

０
４
７
名
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題

を
解
決
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
闘
い
で
失
っ
た
も
の
は

計
り
し
れ
ま
せ
ん
が
、
闘
っ

て
き
た
国
労
で
あ
る
か
ら
こ

そ
学
び
得
た
も
の
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
労
働
組

合
と
は
、
い
つ
い
か
な
る
場

面
や
局
面
に
お
い
て
も
常
に

弱
者
の
視
点
に
立
つ
と
い
う

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
は
今
後
の
私
た
ち
国

労
の
運
動
の
基
軸
で
あ
り
、

不
変
的
な
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
国
労
東
日
本
本
部

は
、
２
０
０
６
年
に
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
の
間
で
そ
れ
ま
で
の

全
係
争
事
件
の
一
括
和
解
を

成
立
さ
せ
、
更
に
は
本
年
10

月
１
日
「
労
働
条
件
に
関
す

る
労
働
協
約
」
に
つ
い
て
締

結
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

国
労
全
体
が
求
め
て
き
た

「
健
全
か
つ
正
常
な
労
使
関

係
」
の
確
立
に
あ
り
、
即
ち

「
労
使
正
常
化
」
に
他
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え

て
、
出
向
者
・
エ
ル
ダ
ー
社

員
の
労
働
条
件
の
改
善
等
に

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
本
体
か
ら

の
出
向
者
と
エ
ル
ダ
ー
社
員

の
基
本
的
労
働
条
件
に
関
わ

る
課
題
は
、
今
回
締
結
し
た

「
労
働
条
件
に
関
す
る
労
働

協
約
」
を
足
掛
か
り
に
、
是

正
・
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

一
方
で
出
向
先
会
社
等
に

お
け
る
就
労
条
件
を
は
じ
め

と
し
た
諸
課
題
に
つ
い
て

は
、
環
境
整
備
を
図
り
つ
つ

パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
等
と
の
交

渉
を
目
ざ
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
す
。

　

今
後
東
日
本
本
部
と
し
て

取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社

と
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
４
月
首
都
圏

４
支
社
（
東
京
・
横
浜
・
八

王
子
・
大
宮
）
に
お
い
て
、

支
社
別
グ
ル
ー
プ
会
社
（
東

京
企
画
・
神
奈
川
企
画
・
か

い
じ
企
画
・
宇
都
宮
企
画
）

の
廃
止
・
再
編
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
実

施
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｆ
２
０
０
８

に
お
け
る
今
後
の
駅
の
あ
り

方
」
施
策
に
よ
っ
て
一
括
業

務
依
託
化
さ
れ
た
駅
、
ま
た
、

一
部
コ
ー
ナ
ー
委
託
化
（
Ａ

口
・
改
札
等
）
さ
れ
た
箇
所

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
業

務
を
請
け
負
っ
て
い
た
各
企

画
会
社
か
ら
「
環
境
ア
ク
セ

ス
」
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
追
加
実
施
さ
れ
た
駅

等
を
含
め
て
、
２
０
１
３
年

４
月
よ
り
環
境
ア
ク
セ
ス
か

ら
駅
業
務
部
門
が
独
立
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
新
た
な

グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
確
定
的

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
社
別
グ
ル
ー
プ

会
社
の
廃
止
・
再
編
の
動
き

も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
東
日
本

本
部
と
し
て
は
「
安
易
な
外

注
化
は
基
本
的
に
反
対
」
の

立
場
と
取
り
組
み
は
継
続
し

つ
つ
も
、
こ
う
し
た
動
向
や

現
状
は
、
今
後
の
組
織
の
あ

り
方
や
運
動
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
る
重
要
な
局
面
で
あ
る

と
の
認
識
で
い
ま
す
。

　

東
日
本
本
部
と
し
て
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社
等
に
お
け
る

運
動
の
展
開
と
こ
れ
ま
で
の

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
組
織
作

り
に
つ
い
て
、
早
急
に
着
手

す
べ
き
課
題
で
あ
る
と
の
認

識
で
い
ま
す
が
、「
正
常
か
つ

健
全
な
労
使
関
係
の
確
立
」

の
立
場
か
ら
国
労
と
グ
ル
ー

プ
会
社
間
に
お
い
て
「
労
使

関
係
に
関
す
る
労
働
協
約
」

締
結
を
前
提
条
件
に
組
織
整

備
を
関
係
地
方
本
部
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
本
体
で
の
組
織
拡
大

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
取

り
組
み
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
会
社

等
に
お
け
る
「
組
織
強
化
」

を
図
る
こ
と
が
、
国
労
運

動
の
幅
広
い
展
開
を
促
進
さ

せ
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
視
野

に
入
れ
た
「
組
織
拡
大
」
を

結
実
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

と
考
え
ま
す
。

　

以
上
２
０
１
３
年
は
私
た

ち
国
労
東
日
本
の
み
な
ら

ず
、
国
労
全
体
に
と
っ
て
重

要
な
年
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
す
。
国
労
組
織
の
屋
台
骨

で
あ
る
東
日
本
本
部
が
そ
の

先
頭
に
立
ち
「
組
織
強
化
・

拡
大
」
に
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
全
機
関
・
全
組
合
員

に
訴
え
る
も
の
で
す
。

矢部法対部長

Ｑ
．
一
方
で
多
く
の
エ
ル

ダ
ー
社
員
か
ら
は
、
劣
悪
な

労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
る

声
な
ど
の
問
題
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
増

え
る
で
あ
ろ
う
出
向
者
対
策

を
含
め
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
今
後
の
方
向
性
が
あ
れ
ば

お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
．
こ
の
間
の
大
会
や
委
員

会
等
に
お
い
て
、
出
向
先
会

社
の
労
働
条
件
や
就
労
条
件

の
改
善
を
求
め
る
「
声
」
が

数
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
年
出
向
者
の
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
と
り
わ
け
Ｊ
Ｒ
東

日
本
会
社
に
お
け
る
「
エ
ル

ダ
ー
社
員
制
度
」
に
よ
っ
て

出
向
さ
れ
て
い
る
組
合
員
に

関
わ
る
課
題
の
比
重
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。

松井書記長
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討
し
た
い
、
③
偽
装
請
負
の

学
習
を
強
化
し
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
求
め
て

い
く
、
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
施
策
に
対
す
る
実

態
調
査
や
検
証
な
ど
の
取
り

組
み
を
職
場
と
一
体
に
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
意
思
統

一
し
て
、
会
議
を
終
了
し
ま

し
た
。

れ
た
「
グ
ル
ー
プ
会
社
と
一

体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
さ

ら
な
る
推
進
」（
い
わ
ゆ
る

運
転
検
修
外
注
化
）
の
施
策

実
施
後
の
実
態
を
踏
ま
え
、

施
策
の
検
証
を
行
う
た
め
、

各
地
方
本
部
、
関
係
職
協
代

表
者
、
分
会
・
職
場
代
表
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
会

議
に
は
述
べ
約
１
１
０
人
の

組
合
員
が
参
加
し
、
委
託
会

社
の
労
働
条
件
の
劣
悪
さ
や

改
善
を
求
め
る
意
見
が
数
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
松
井
書
記
長
か
ら

「
２
０
０
９
年
10
月
の
提
案

以
降
、
職
場
の
実
態
に
基
づ

く
施
策
の
問
題
点
を
解
明
要

求
と
し
て
提
出
し
、
職
場
の

合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
交

渉
を
強
化
し
て
き
た
。
そ
の

後
安
全
輸
送
が
危
惧
さ
れ
る

施
策
に
は
安
易
に
賛
成
は
で

き
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、

私
た
ち
の
め
ざ
す
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
体
制
を
基
本
要
求
に
掲

げ
、
職
場
か
ら
の
闘
い
を
積

み
上
げ
つ
つ
、
宣
伝
・
対
話

な
ど
を
通
じ
て
他
労
組
組
合

員
を
巻
き
込
ん
で
の
合
意
形

成
を
め
ざ
し
て
き
た
。
結
果

と
し
て
白
紙
撤
回
に
は
な
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
①
機
動

班
業
務
の
直
轄
化
、
②
ホ
ー

の
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
組
織
化

を
視
野
に
取
り
組
む
、
等
を

提
起
し
ま
し
た
。

　

３
ブ
ロ
ッ
ク
共
通
し
て
出

さ
れ
た
意
見
と
し
て
、
①
本

社
交
渉
で
は
、
支
社
一
括
で

一
斉
に
実
施
す
る
と
な
っ
て

い
た
が
、
支
社
提
案
で
は
一

括
で
は
な
く
、
ダ
イ
ヤ
ご
と

の
委
託
に
変
わ
っ
て
い
る
。

業
務
を
切
り
分
け
て
や
る
と

い
う
本
社
の
回
答
と
相
違
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
②
委

託
会
社
と
休
日
数
に
大
き
な

隔
た
り
が
あ
り
、
改
善
に
向

け
て
委
託
会
社
と
の
交
渉
を

や
っ
て
ほ
し
い
、
③
作
業
責

任
者
が
業
務
に
精
通
し
て
お

ら
ず
、
日
常
業
務
に
も
支
障

が
出
て
い
る
、
④
本
社
回
答

は
施
策
実
施
時
に
は
清
掃
業

務
は
や
ら
な
い
と
な
っ
て
い

る
が
、
支
社
段
階
で
は
出
向

発
令
時
及
び
赴
任
当
日
の
会

社
説
明
で
清
掃
も
や
っ
て
も

ら
う
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
本
社
回
答
と
違
う
の
で

は
な
い
か
、
⑤
直
外
区
分
が

は
っ
き
り
し
て
お
ら
ず
、
偽

装
請
負
が
き
わ
め
て
濃
厚
で

は
な
い
の
か
、
⑥
運
転
・
運

輸
な
ど
、
関
係
す
る
職
場
で

は
あ
る
程
度
勉
強
会
や
説
明

が
さ
れ
て
い
る
が
、
分
割
・

併
合
な
ど
を
行
う
駅
な
ど
に

は
一
切
説
明
が
な
く
、
委
託

先
社
員
に
直
接
作
業
依
頼
を

し
た
場
合
に
偽
装
請
負
に
な

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
な

い
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

集
約
的
答
弁
で
は
、
①

交
渉
経
緯
の
違
い
を
検
証

し
、
見
直
し
要
求
作
成
に
あ

た
り
、
本
社
、
支
社
、
職
場

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
も

の
に
す
み
分
け

し
て
取
り
組
む

よ
う
に
し
た
い
、

②
委
託
会
社
の

再
編
成
が
噂
を

さ
れ
て
い
る
中

で
、
委
託
会
社

に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
労
働

条
件
改
善
の
取

り
組
み
が
出
来

る
か
検
討
す
る

と
と
も
に
、
未

組
織
の
組
織
化

に
つ
い
て
も
検

　

国
労
東
日
本
本
部
は
11
月

16
日
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）、
19

日
（
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
）、
21

日
（
上
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
）
の

３
日
間
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
、
10
月
１
日
か
ら
実
施
さ

　私は、1978 年に国鉄青函局に入社し、事務部乗組員として
津軽丸などに乗船勤務しました。そこで初めて「飾り毛布」に
出会い、先輩折り手による、腕、ひじ、手先の素早いさばきと
仕上がる「オブジェ」に魅了され、この伝統に関心を抱きました。
　日本人の美意識を活かした「折る」造形としても素晴らしい

「飾り毛布」は船員間の口伝により継承されてきたため、ごく僅
かな資料しか残されていません。
　社会全体に余裕があれば、少しの工夫で提供できるサービス
ですが、効率化という「大波」にも負けず、継承を続ける折り
手は、「おもてなしの DNA は絶やさない」、「敬意と思いやりを
表現したい」、「花毛布は司厨部員の誇り」と断言し、多くの業
務を遂行しながら、その伝統を守っています。110 年以上にわ
たり継承されてきたこの妙技、そして、その豊かで奥深い世界
を知っていただけることを願っています。

ム
検
査
に
特
化
し
た
派
出
業

務
の
直
轄
化
、
③
構
内
計
画

業
務
の
一
年
間
の
先
送
り
、

と
い
う
修
正
を
勝
ち
取
っ
て

き
た
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

闘
い
に
と
っ
て
貴
重
な
教
訓

と
な
っ
た
。」
と
、
こ
の
間

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
に
向
け

た
課
題
と
し
て
、（
１
）
偽

装
請
負
の
検
証
を
強
化
す

る
、（
２
）
本
部
・
本
社
間

で
扱
う
課
題
と
地
方
本
部

（
地
区
本
部
）・
支
社
間
で
扱

う
課
題
の
相
違
点
を
す
み

分
け
し
て
取
り
組
む
、（
３
）

協
定
締
結
を
視
野
に
入
れ
て

取
り
組
む
、（
４
）
委
託
先

（詳しくはHPにて紹介）
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